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Abstract 
The spread spectrum communication has attracted special interest recently. The remarkable features of the 
spread spectrum communication are 1) hiding the signal to detect for an unintended listener， 2) achieving the 
message secrecy in the presence of other listeners， (3) suppressing the detrimental effect of interference due to 
obstructing and possibilities of a) coding the signal for multiple access communication， b) selective calling， and 
so on. It is thought that the spread spectrum communication having above mentioned distinctive characteristis. 
tics is able to apply the construction of a LAN (local area network) system. In such a LAN system employing 
the spread spectrum communication technique， no collision detect and no investigation of the line state may be 
required. This paper descrides on a experimental system for data multiple access system applied some ideas of 
the spread spectrum communcation and the results of transmission test using its system. In conc1usion， we 
found that it is possible to build a effective data multiple access computer network system by means of spread 












今日，コンビュータ問のネットワーク }j式が種々開発され実用化されている O 現在実用されて
いる LAN(Local Area Network)システムにおいては，通信回線の状態監視や信号衝突の検出等
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y(t) =m(t) . cos [ 2π!ot十い(t)J (1) 





て，送信側で使用した PN符号と同じ PN符号 p(t)を拡散信号 Sj( t)に掛け合わせると，
SitJ=SltJX/(t) (3) 
となる O
(3)式で、表わされる二次復調信号 S2(t)において， p2( t)二 1であるならば， S2 ( t)= S 1 ( tl= y ( t) 
となって次変調信号と同じ形の信号になる。この信号を後段の一次復調部に入力し，情報信
号成分だけを通過する B.P. F (Band Pass Filter)を通すと原情報信号を取り出すことができる。
ここで， p2(t)= 1となることを符号同期がとられていると言い， PN符号の種類，時間的タイミ
ングおよび位相が一致していることである。
送信側と受信側の PN符号がそれぞれ Pj( t)， Pz ( tlで異なっている場合は，
SlL)=SP)XNtJ XPz{t) (4) 
となって，符号同期がとられず，原情報信号は復調されないことになる。
3.拡散符号
スベクトル拡散通信では，拡散符号として M系91J1 19)]() 1，変形M系列べ GOLD符号j13)等が用
いられる O これらの中で，本研究では発生するための回路構成が簡単な M系列を用いて実験シ
• • • • 




















表 1 ンフトレンスタの結線法と M系列数
段数 最長周期 符号数 M系列数 結 線 法
2 3 1 1 [2，1 J 
3 7 2 1 [3，1 J 
4 15 2 1 [4，1 J 
5 31 6 3 [5，2J [5，4，3，2J [5，4，2，IJ 
6 63 6 3 [6，IJ [6，5，2，IJ [6，5，3，2J 
7 127 18 9 [7，IJ [7，3J [7，3，2，IJ [7，4，3，2J [7，6，4，2J 
[7，6，3，IJ [7，6，5，2J [7，6，5，4，2，IJ 
[7，5，4，3，2，IJ 
8 255 16 8 [8，4，3，2J [8，6，5，3J [8，6，5，2J [8，5，3，IJ 
[8，6，5，IJ [8，7，6，IJ [8，7，6，5，2，IJ 
[8，6，4，3，2，IJ 
9 511 48 10 [9，4J [9，6，4，3J [9，8，5，4J [9，8，4，IJ 
[9，5，3，2J [9，8，6，5J [9，8，7，2J 
[9，6，5，4，2，IJ [9，7，6，4，3，IJ [9，8，7，6，5，3J 
10 1023 60 10 [10，3J [10，8，3，2J [10，4，3，2J [10，8，5，4J 
[10，9，4，IJ [10，8，4，3J [10，8，5，IJ 
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図-3 5次のM系列の自己相関関数・・・結線法[5， 3] 
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図-3および凶-4にそれぞれ5次 (n=5)で[5， 3]の結線法で得られる M系列と[5， 
4 ]の結線j去で得られる非M系列の自己相関関数を示す。
この凶からも明らかなように，結線法が[5， 3]の場合，周期=31，最大ピークニ31，第2
ピー ク 1，弁別指数(最大ピークと第2ピークとの差)=32であるが， [5， 4]の結線法で
発生される系列は，非 M系列であり，周期=21，最大ピークニ21，第2ピーク=1，弁別指数
二 20である O 後者の場合の弁別指数は， M系列の場合よりも40%以上低下している。このよう
なM系列の性質は，受信機の復調能力に影響する。
相互相関とは，相異なる 2つの符号系列の類似の程度を表わすものである O
図-5に5次 (n=5)で[5， 3]の結線法と [5，4， 3， 2]の結線法で発生する M系
列の相互十日間関数を示す。
図 5に見られるように，異なった M系列聞にも相互相聞があるため，スベクトル拡散通信
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項 目 仕 様
変 調 方 式 スベクトル拡散直接変調方式
主I 散 符 号 9次の M 系列(符号長511) 
クロック周波数 100kHz -200kHz (可愛)
伝 送 路 アナログ信号
使用パソコン 富士通 FM-ll AD2 (CPU 68809) 
{云 送 速 度 1200 bps 
伝 送 責主 態 単方向通信
1 次 変 調 F S K変調
端末イ'17-7%-7. RS・232C準拠
同 期 方 式 外部クロック同期
信号である。このディジタル信号を変調してアナログ信号に変換するために， AMD (Advanced 
Micro Devices)社製のモデム用 IC・Am7910を使用してモデムを作製した。このモデムは，一次
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EX I I N 
or EX2 IN 
拡散信号
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